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2014年、日本の GDPランキングは 3位

だ。しかし、様々な機関が 2050 年時点の

GDPランキングを予測しているが、日本は

いずれも 4 位から 8 位と、3 位を下回って

いる。この原因として、少子高齢化による

人口の減少が挙げられる。国土交通省は、

2050年に人口が約 9,700万人まで減少する

と予測している。また、人口の減少により

国内市場は縮小する。そのため、既に様々

な企業が市場を求め海外へ進出している。

中国は 2014 年に購買力平価を基準にした

GDPではアメリカを抜き1位になると予測

されている。隣国である中国の約 13億人の

市場は日本にとって魅力的なものだ。一方、

近年では中国の高齢化、政治・社会情勢の

悪化、人件費の増加、環境問題の悪化など

の理由で、中国から撤退する企業が目立つ。

現在、在中日系企業の実態はどうなってい

るのか。今後、日系企業はどのように中国

と向き合い、進出していけばよいのだろう

か。しかし、中国の国土は日本の約 25 倍、

人口は 10倍以上であり、一概に「中国」と

まとめることは困難である。そこで、2014

年自由貿易区が許可された天津市に焦点を

絞り、本研究を行う。 

このような問題意識を元に中国全体の概

要、天津市の概要を調べた。天津市は GDP

の内、第一次産業の割合が非常に少なく、

1.3％。第二次、第三次産業は約 50%ずつで

あった。天津市に進出している企業では製

造業が目立ち、トヨタ自動車、ヤマハなど

の大手企業が進出している。そして、大手

製造業を筆頭に部品供給を行うサプライヤ

ー企業の進出も見られている。これから、

日系企業は、天津市の中で日本のネットワ

ーク、産業集積をはかろうとしていること

がうかがえる。 
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